
2016.4.1 改定

人権を重んじ、患者さんやご家族の「こころ」に寄り添ったやさしい医療を提供します。

質の高い医療を提供するため、すぐれた医療人を育てます。

「光と風と緑」にあふれた、安全で快適な療養環境を提供します。

地域の拠点病院として、保健・医療・福祉に貢献します。

信頼される医療サービスを提供するため、経営の健全化につとめます。

基本
方針
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病　床　数

診　療　科　目

関連施設ご紹介
●認知症疾患医療センター  ☎072-278-0233
●訪問看護ステーションふれあい・サテライト「浜寺石津」
　「和泉府中」  ☎072-279-1631
●グループホームあんずの郷
　堺市中区八田北町309  ☎072-278-2233
●地域生活支援センターゆい
　堺市中区深井沢町3324 FUKAIビル1F
　☎072-277-9555
●堺市発達障害者支援センター アプリコット堺
　堺市堺区旭ヶ丘中町4丁3番1号
　堺市立健康福祉プラザ内3F  ☎072-275-8506
●医療福祉相談室（直通）  ☎072-278-3768
●就労移行支援事業所 エンワーク
　堺市中区深井清水町3544-3
　アンシャンテ深井1F  ☎072-270-3318
●居宅介護支援事業所  ☎072-278-0488

精神科／心療内科／児童精神科／内科／歯科／
小児科／放射線科／神経内科

●EPU〈精神科救急〉病棟 212床（C1,E1,H2,H3病棟）
●児童精神科病棟 30床（D1病棟）
●亜急性期病棟 120床（B2,C2病棟）
●精神科急性期治療病棟 60床（D2病棟）
●メンタルケア（精神科急性期治療）病棟 35床（E3病棟）
●老年期精神疾患病棟 60床（D3病棟）
●MPU〈精神科合併症治療〉病棟 53床（H1病棟）　
●精神療養病棟 60床（F3病棟）
●認知症治療病棟 60床（F2病棟）　           計690床

外来診察時間／9：00～12：00（受付は11：30まで）
■外来診察表

〈ご紹介いただく際は予めのご連絡をお願いいたします〉
＊医師の急な都合により、変更・休診となることがございますので、予めご了承ください。

宮園交番前

イ
ズ
ミ
ヤ 

●

ときはま線

令和2年8月1日から各医師の診察を各曜日・各診察室で行います。

専門外来
（睡眠･児童･往診･女性･
口腔）は予約制です。
医療機関からの入院･
転院のご相談は地域
医療連携室で承ります。
受診の前にお電話ください。
TEL.072-278-0381
FAX.072-281-6615
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竜胆竜胆
り ん ど う

竜胆科。
●秋の代表花。
　山道でもよく見かけ
る。ラッパ形で筒形。
５裂する。
　紫や青色のものが
多いが、白やピンク
色のものもある。

●花は日光を受けると
開き、夜は閉じる。
雨や曇りの日は閉じ
たまま。 
最近、花屋さんの店
先によく出ています。
濃い紫色のつぼみが
目を引く美しい花です。

りんどう

　旧暦8月15日の月は、「中秋の
名月」と言われ、月見をする風習
があります。秋は気候も良く、空
も澄んでいるので特に美しい月
を見ることができるということ。
　では旧暦8月15日、今年はい
つでしょう。9月というイメージも
ありますが、今年は「10月1日」
雨も少ないこの時期、ゆっくりと
月を眺めるのもいいかもしれま
せんね。
　ちなみに、満月
は10月2日で中
秋の名月が必ずし
も満月と
は 限 ら
ないそ
うです。

　
今
年
第
16
回
目
を
迎
え

る
、院
内
研
究
発
表
会
に

は
、8
題
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ

れ
ま
し
た
。

　
毎
年
9
月
第
2
土
曜
に

開
催
し
て
い
る
発
表
会
は
、

各
部
門
よ
り
研
究
や
取
組

み
の
紹
介
な
ど
、各
職
種
の

視
点
で
研
究
、ま
と
め
ら
れ

た
興
味
深
い
タ
イ
ト
ル
が

並
び
ま
す
。

　
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、表
彰
式
と
合
わ
せ
て

行
わ
れ
る
懇
親
会
は
中
止

に
す
る
な
ど
感
染
予
防
を

万
全
に
し
て
実
施
し
ま
し

た
。院
内
3
ヶ
所
を
リ
モ
ー

ト
で
繋
ぎ
密
に
な
ら
な
い

環
境
の
中
、各
会
場
か
ら

も
質
問
を
受
け
る
形
で
、で

き
る
だ
け
、い
つ
も
に
近
い

形
で
の
発
表
会
と
し
ま
し

た
。演
題
は
例
年
よ
り
少

し
少
な
い
も
の
の
、か
え
っ

て
集
中
し
て
聞
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
意
見
も
あ

り
、「
学
び
の
秋
」に

ふ
さ
わ

し
い
1

日
と
な

り
ま
し
た
。

中 秋 の 名 月中 秋 の 名 月

院 内 研 究 発 表 会院 内 研 究 発 表 会第16回9
12
（土）

精
神
科
慢
性
期
閉
鎖
病
棟
入
院
患
者
に
お
け
る

　
　
　
　
　
手
指
衛
生
の
習
慣
化
に
向
け
た
取
り
組
み

〜
パ
ー
ム
ス
タ
ン
プ
を
使
用
し

　
事
象
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
起
こ
る
意
識
の
変
化
〜

C2病棟
（亜急性期）

H
2
病
棟
に
お
け
る
看
護
職
員
の

　
　
　
　
院
内
暴
力
評
価
ス
ケ
ー
ル
へ
の
認
識
と
実
態
H2病棟

（精神科救急）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
C
O
V
I
D-

19
）感
染
症
発
生

地
域
か
ら
の
帰
国
者
及
び
そ
の
支
援
者
へ
の
精
神
的
支
援

〜
D
P
A
T
先
遣
隊
活
動
〜

H3病棟
（精神科救急）

精
神
科
救
急
入
院
料
病
棟
に
勤
務
す
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看
護
師
の
危
険
物
に
対
す
る
認
識
の
変
化
C1病棟

（精神科救急）

精
神
科
救
急
入
院
料
病
棟
で
拘
束
中
の
患
者
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
身
体
合
併
症
発
症
の
実
際
E1病棟

（精神科救急）

精
神
科
身
体
合
併
症
管
理
加
算

〜
加
算
の
算
定
か
ら
気
づ
く
こ
と
〜

医事課

入
院
が
長
期
化
す
る
背
景
を

可
視
化
す
る

医療福祉
相談室

P
E
G（
経
皮
内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設
術
）に
お
け
る

　
　
　
P
N
I（
予
後
栄
養
指
数
）の
有
用
性
に
つ
い
て

食療課
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日本医療機能評価機構認定病院

愛のこころで医療に奉仕を　和のこころで総力一致を　励むこころで創意工夫を理念

〒599-8263 大阪府堺市中区八田南之町277番地  ☎（072）278-0381 FAX（072）277-2261 URL http://www.hannan.or. jp
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当院は敷地内完全禁煙です

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 対 策
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売店★

正面玄関 解
体
工
事
中

　現在、A棟・B棟解体工事のために、周辺
の通行止めなどさせていただき、ご迷惑を
おかけしております。終了予定は2021年
2月、更地にした上で、新棟の建設へ進め
ていきます。
　現在は、A棟・B棟ともに防音壁で入念に
囲いをして、中に
入ることはできま
せん。解体は、散水
しながら、粉じんが
舞わないよう配慮
し進めております。
騒音にも充分注意
してまいりますの
でご理解の程お願
い申し上げます。

　
8
月
23
日（
日
）に
堺
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
に
て
、堺
市
子
ど
も
家
庭
課
と
の

共
催
で「
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
〜

自
分
ら
し
く
て
え
え
や
ん
〜
」を
開
催
し

ま
し
た
。本
来
で
あ
れ
ば
、4
月
の
発
達
障

害
啓
発
週
間
に
あ
わ
せ
て
4
月
12
日
の
開

催
予
定
で
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、日
程
が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。講
演
会
前
の
準
備
で
は
、会
場
内
の
消
毒

や
座
席
間
隔
の
調
整
、受
付
前
の
検
温
実
施
、定
員
を
会
場
収
容
人
数
の
半
分
以
下
と
し
、ス
タ

ッ
フ
と
登
壇
者
も
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
す
る
な
ど
、感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、堺
市
内
で
発
達
障
害
の
自
助
グ
ル
ー
プ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
さ
か
い
ハ
ッ

タ
ツ
友
の
会
よ
り
当
事
者
3
名
の
方
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、「
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
は

何
か
」を
テ
ー
マ
に
座
談
会
方
式
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、「
転
職
を
19
回
繰
り
返
す
こ
と
で
ス
キ
ル
が
つ
い
た
」「
時
に
は
失
敗
し
て
頭
を

打
つ
こ
と
で
、自
分
と
向
き
合
え
る
」な
ど
実
体
験
に
基
づ
い
た
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
、失
敗

が
あ
る
か
ら
こ
そ
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
が
出
来
る
と
い
っ
た
、今
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

に
と
っ
て
励
み
や
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

　
ま
た「
誰
に
も
頼
ら
ず
1
人
で
生
き
る
こ
と
が
自
立
で
は
な
い
。苦
手
な
部
分
は
誰
か
に
支
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、今
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
自
立
で
あ
る
」と
い
う

お
話
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
言
葉
か
ら
は一人
ひ
と
り
自
立
の
形
は
違
う
と
い
う
こ
と
と
、誰
か

と
比
べ
る
の
で
は
な
く
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
本
来
の
自
立
で
あ
る
と
い
っ
た
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
は
感
染
予
防
対
策
で
時
間
短
縮
に
よ
り
1
時
間
半
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、当
事
者

の
方
な
ら
で
は
の
視
点
で
と
て
も
貴
重
な
お
話
を
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ん

も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ア
プ
リ
コ
ッ
ト
堺
で
は
、一般
市
民
の
方
や
関
係
者
の
方

に
向
け
た
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。社
会
情
勢
を
鑑
み
つ
つ
、よ
り
多
く
の
方
に
発
達
障
害

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
堺
市
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー 

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
堺
）

　新型コロナウイルス感染症の脅威は続いております。当院でも引き続き、玄関での検温や面会の禁止などさせ
ていただいております。今後も大阪府、堺市の対策に合わせ、対応してまいります。ご不便をおかけすることもござ
いますが、ご理解、ご協力の程お願い申し上げます。次に厚生労働省有識者会議で提言されている、「新しい生活
様式」の実践例をホームページから抜粋しました。これから秋、冬とインフルエンザも流行る季節です。充分にお
身体ご留意ください。

〈厚労省ホームページより抜粋〉

「新しい生活様式」の実践例

 （3） 日常生活の各場面別の生活様式

 （4） 働き方の新しいスタイル

 （2） 日常生活を営む上での基本的生活様式

 （1） 一人ひとりの基本的感染対策

A棟・B棟
解体工事
A棟・B棟
解体工事

周辺の植木も元気なもの
は別場所に移植しました。

発
達
障
害
講
演
会

発
達
障
害
講
演
会


